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その 足取りに よって、 三 木のと ころで 一夜 世話になつ 

たこと が 官憲に 知られた。 かねて 自由主義者 として 睨 

まれて いた 三 木 は、 警視庁に 連行され、 その 思想 傾向 

や 余罪 を 洗いた てると いう 官憲 一 流の やり方で、 長く 

留置され る ことにな つ た。 警視庁に 連行され たのが 三 

月 二十 八日で、 次に 巣 鴨の 東京 拘置所へ 移され、 それ 

から 豊多摩 刑務所 内の 拘置所へ 移され、 九月 二十 六日 

に 急死し、 死体 は 二十 八日に 自宅へ 帰った。 

三 木が 高 倉 事件に 連座した こと、 そのこと からして 

実につ まらない。 然し このつ まらない ことが、 検事に 

言 わすれば 甚だ^ 介な ことになるそう である。 介な 
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